
Team IP＋ 

HR３１ 疋田 琴美 HR３２ 蘇 ハヨン 

HR３２ 橋爪 光  HR３３ 福山 乃愛 

HR３４ 沈 ダイン HR３５ 東屋 咲良 

HR３５ 吉川 嘉納沙 

【私たちのＭｉｓｓｉｏｎ】 

私たちは認知度の低い知的財産教育を若者に向けて進めつつ環境や資源の問題にも目を向け

て「環境と経済の両立が可能な社会」を目指している。IP＋には、知的財産 ＋には様々な社

会問題を解決していくという意味が込められている。使い捨て型のモデルの現代社会では、地

球環境への大きな負荷がかかっているのが現状である。このまま一方的に経済活動を進んでいく

と、世界の持続可能性が失われることになることに気づいた。これからも持続可能な世界をつく

るために、それに加え経済も産業も発展し続けるために私たちができることは何かを考え始めた

のがプロジェクトの動機である。リニアからサーキュラーへ。みなさんもこの機会にこの問題

を身近に感じて下さい。 

 

【知的財産権について】 

知的財産という言葉をご存じで 

しょうか。発明、音楽、営業秘密などの 

無体物も財産として「知的財産」と 

呼ばれます。 

知的財産を保護するのが、知的財産権 

です。音楽、映画、絵画などの著作物を 

保護する著作権、発明を保護する特許権、 

考案を保護する実用新案権、デザインを 

保護する意匠権、商品やサービスなど 

を区別するためのマークを保護する 

商標権などがあります。この機会に 

ぜひ、知的財産のことを知って下さい。 

【先輩たちの活動を引き継ぎ】 

 １５期生の先輩たちは、チーム IP を 

つくり、WIPO（国連：知的所有権機関） 

の活動を実施していました。若者に、 

知的財産教育を早く実施する必要性が 

あるとして、中高校生などに向けて 

知的財産教育を実施していました。その 

活動をチーム IP＋でも引き継ぎました。 

 



【IP＋の活動実績】 

１ Panasonic オンライン IP 講座 

2020 年１０月２９日（木）に知的財産教育に関する 

講演をオンラインにて実施いたしました。チーム IP の 

３年生の先輩にもアドバイスをいただきながら、 

パナソニックに知的財産の権利を紹介してもらいました。 

  この内容をもとにして、アイロンをはじめとした家電製品 

の知的財産の必要性などを今後、同じ高校生に授業をして 

いくことになります。専用のワークシートなども作成いた 

しました。 

 

２ マテリアルコネクッション東京 

   さまざまな業界を横断した素材知識を用い、企業の製品 

開発における機能、デザイン、サステナビリティを強化 

するための素材選択をお手伝いしています。Material  

ConneXion Tokyo は 2013 年の六本木に設立より、 

会員制マテリアルライブラリーの運営、製品開発に向けて 

の素材提案、日本素材の用途開拓という 3 つのサービス 

を通じて、デザイン、製品開発、製造のイノベーションを 

サポートしています。IP＋は、普通は入れない場所に 

ご訪問して、ペットボトル素材や廃棄物からの繊維など 

の素材を研究してきました。 

 

３．環境問題・資源問題についての講演会実施 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjC7NakjJXYAhVBQpQKHa6_D04QjRwIBw&url=http://www.chihaya-h.metro.tokyo.jp/chihayakai/soukai2.htm&psig=AOvVaw0a6oWblxCr9pCkPvh-m1y6&ust=1513739237116376


４ 弁理士 渡辺 知子さんとのロゴマーク（商標権）の意見交換 

      横浜国立大学にて教鞭をとられている国際弁理士の 

渡辺知子さんとオンラインにてロゴマーク（商標権） 

について意見交換を実施しました。私たちの活動を、 

多くの方々に知ってもらうためにロゴマークに着目 

して、その活用法、手続き等などについて意見交換を 

実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．デザイナーさんとの意見交換 

   無印商品やユニクロなどの洋服のデザイン等を 

行っているデザイナーの方と意見交換しました。 

靴下などの身近な商品を作成するにあたり、 

イメージを含めてデザインの依頼を行いました。 

環境や資源の削減等に賛同いただき、 

無料でのデザインを起こしていただきました。 

 

６．豊島区との連携（ＳＤＧｓ活動として） 

   豊島区でのＳＤＧｓ推進課の方々との 

活動報告と高野区長へのプレゼンテーション 

の実現となりました。私たちの取り組みが 

豊島区に認められて、今後のＳＤＧｓの活動も 

依頼されました。豊島区では、2021 年 11 月 

に小学生ＳＤＧｓの発表会などがあるので、 

サポートなどの依頼がありました。今後も 

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 



７ 長崎県立諫早商業高等学校での外部授業と交流 

   長崎県立諫早商業高等学校との連携した交流の 

中で、知的財産教育の授業を実施することが決定 

している。現在、マーケティング部との交流の中で、 

お互いの地域について学ぶ機会や知的財産教育の 

プレゼンテーションを見てもらい意見交換をして 

います。現在も、新型コロナウイルス感染症のため、 

各地域の消費が落ち込む中、その貢献の一つとして、 

それぞれの地域の物産品の交換などを実施しています 

 

 

８ 特許庁との方々への活動発表と意見交換 

   特許庁の方々が 2021 年６月に千早高校を 

  訪問いたしました。知的財産教育と環境・資源の 

  取り組みを実施しているチームＩＰ＋の活動を 

  見学に来校いたしました。その中で、次の世代の 

  17 期生のメンバーの前でもプレゼンテーションを 

  披露いたしました。この取り組みが引き続き継続して 

  いけるようにみんなでがんばりました。他の皆さんも 

  ぜひとも、ＩＰ（知的財産）教育活動を応援して 

下さい 

 

９ 第８回 ＳＡＧＥ ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ 優勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


